
七
一

「
明
治
期
等
古
写
真
」
の
調
査
と
目
録
編
成
お
よ
び
写
真
の
概
要
に
つ
い
て

は
じ
め
に

　

近
年
、
古
写
真
に
関
心
が
集
ま
っ
て
い
る（

１
）。

　

画
像
史
料
に
関
し
て
美
術
史
的
に
言
え
ば
、
古
代
の
仏
教
絵
画
、
中
世
の
水
墨
画
、
近
世
の
障
壁
画
、
肉
筆
浮
世
絵
、
錦
絵
、
洋
風
油
絵
、

そ
し
て
近
代
絵
画
の
次
に
幕
末
明
治
の
古
写
真
が
一
般
に
関
心
を
呼
び
起
こ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
特
に
古
写
真
は
、
古
文
書
な
ど
の
文
字

情
報
に
比
べ
読
み
取
り
が
容
易
で
あ
る
こ
と
や
、
文
字
情
報
よ
り
も
画
像
情
報
の
ほ
う
が
多
く
の
歴
史
的
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

が
そ
の
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

　

最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
研
究
や
書
籍
を
上
げ
る
な
ら
ば
、
例
え
ば
上
野
彦
馬（

２
）や

そ
の
弟
子
冨
重
利
平（

３
）、

下
岡
蓮
杖（

４
）の

研
究
に
加
え
、
最
古

の
営
業
写
真
師
鵜
飼
玉
川（

５
）が

注
目
を
集
め
た
。
ま
た
、
営
業
写
真
師
の
前
段
階
と
し
て
写
真
大
名
で
は
島
津
斉
彬
や
黒
田
斉
溥
や
、
近
年
で

は
徳
川
慶
勝（

６
）な

ど
の
研
究
が
あ
る
。
ま
た
、
明
治
天
皇
の
関
係
写
真
も
解
明
が
進
ん
で
い
る）

（
（

。
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
し
た
研
究
も
た
い
へ
ん
重

要
で
あ
る
が
、
市
井
に
は
、
無
名
の
市
民
が
撮
影
さ
れ
た
古
写
真
が
多
数
流
通
し
て
お
り
、
化
学
的
に
脆
弱
な
、
そ
れ
ら
の
古
写
真
は
消
滅

の
危
機
に
も
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

「
明
治
期
等
古
写
真
」
の
調
査
と
目
録
編
成
お
よ
び
写
真
の
概
要
に
つ
い
て

─
古
写
真
の
保
存
と
研
究
に
向
け
て
─

岩　

下　

哲　

典
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二

　

た
ま
た
ま
、
岩
下
は
古
書
籍
商
の
販
売
目
録
に
あ
っ
た
「
明
治
古
写
真
」）

（
（

１
２
０
点
を
購
入
し
た
の
で
、
文
学
部
２
年
生
川
島
丈
尚
君
と

と
も
に
、
そ
の
調
査
を
行
い
、
目
録
を
編
成
し
た
。
さ
ら
に
保
存
対
策
や
研
究
に
向
け
て
考
察
し
、
本
稿
を
作
成
し
た
。
最
後
の
ほ
う
に
目

録
を
附
し
た
。

　

な
お
、
本
稿
成
稿
に
関
し
て
述
べ
て
お
く
。
ま
ず
、
岩
下
が
、
古
写
真
で
卒
論
を
書
き
た
い
と
話
し
て
い
た
川
島
君
に
声
を
か
け
、
２
人

で
「
明
治
古
写
真
」
の
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
上
で
、
川
島
君
が
目
録
作
成
お
よ
び
編
成
を
行
い
、
岩
下
が
、
そ
の
目
録
と
現
物
と
を
つ
き

合
せ
な
が
ら
、す
べ
て
を
点
検
し
た
。
そ
の
上
で
本
稿
全
体
を
岩
下
が
作
成
し
、川
島
君
に
も
確
認
し
て
も
ら
い
、成
稿
と
し
た
。
し
た
が
っ

て
、
本
稿
の
著
者
は
、
岩
下
ひ
と
り
の
名
前
に
な
っ
て
い
る
が
、
川
島
君
と
の
共
同
作
業
の
も
と
に
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
川
島
君
の
献

身
的
な
努
力
を
多
と
し
た
い
。

１
．
調
査
と
目
録
編
成

　

本
来
で
あ
れ
ば
、「
明
治
古
写
真
」
１
２
０
点
を
、
古
書
籍
商
か
ら
購
入
し
た
そ
の
ま
ま
の
状
態
・
順
番
で
１
点
ご
と
の
調
査
を
開
始
す

べ
き
で
あ
る
が
、
見
た
と
こ
ろ
、
書
き
込
み
や
写
真
館
の
台
紙
等
の
あ
る
写
真
、
す
な
わ
ち
手
掛
か
り
の
あ
る
写
真
が
比
較
的
少
な
い
こ
と

も
あ
っ
た
の
で
、
手
始
め
に
手
掛
か
り
の
あ
る
写
真
か
ら
調
査
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
そ
の
た
め
、
目
録
編
成
も
手
掛
か
り
の
あ
る
写
真
が

先
に
来
て
、
あ
ま
り
手
が
か
り
の
な
い
も
の
が
後
に
く
る
構
成
と
し
た
。

　

調
査
は
２
０
１
６
年
６
月
か
ら
１
０
月
ま
で
、
の
べ
７
日
ほ
ど
行
っ
た
。
調
査
で
は
、
名
称
、
法
量
（
寸
法
）、
材
質
、
年
代
、
写
真
師
・

写
真
館
、
裏
面
デ
ー
タ
、
備
考
の
項
目
ご
と
に
行
い
、
目
録
も
同
様
に
し
た
。

　

名
称
は
、
で
き
る
だ
け
撮
影
さ
れ
た
画
像
が
想
像
で
き
る
よ
う
な
タ
イ
ト
ル
を
付
し
た
。
補
足
が
必
要
な
場
合
は
（　

）
内
に
記
し
た
。
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三

「
明
治
期
等
古
写
真
」
の
調
査
と
目
録
編
成
お
よ
び
写
真
の
概
要
に
つ
い
て

裏
面
に
記
さ
れ
た
タ
イ
ト
ル
を
採
用
し
た
場
合
も
あ
る
。
そ
の
場
合
も
特
に
区
別
は
し
な
か
っ
た
。

　

法
量
は
、
上
段
に
台
紙
の
寸
法
、
下
段
に
本
紙
の
寸
法
を
書
い
た
。

　

材
質
は
、
写
真
本
紙
の
材
質
を
記
入
し
た
。
鶏
卵
紙
は
K
、
ゼ
ラ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
は
G
と
略
記
し
た
。

　

年
代
は
、
裏
面
に
記
さ
れ
た
年
号
や
月
日
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
。
調
査
者
が
推
定
し
た
場
合
は
、（　

）
内
に
記
入
し
た
。

　

写
真
師
・
写
真
館
は
、
台
紙
の
表
や
裏
に
刻
印
さ
れ
た
り
、
印
刷
さ
れ
た
文
字
を
参
考
に
記
入
し
た
。

　

裏
面
デ
ー
タ
は
、
台
紙
裏
面
に
毛
筆
や
万
年
筆
等
で
記
載
さ
れ
た
文
字
を
忠
実
に
翻
字
し
た
。
な
お
、
記
載
の
順
序
が
不
明
な
も
の
は
、

ま
と
ま
り
毎
に
「　

」
を
施
し
た
。

　

備
考
は
、
上
記
以
外
で
、
気
が
付
い
た
こ
と
や
参
考
の
た
め
に
記
入
し
た
ほ
う
が
良
い
と
思
わ
れ
る
デ
ー
タ
を
記
入
し
た
。

２
．
保
存
対
策

　

現
状
で
は
、
古
書
籍
商
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
ま
ま
の
箱
の
中
に
入
っ
て
い
る
。
本
来
な
ら
ば
１
点
ご
と
に
中
性
紙
の
封
筒
に
入
れ
、
適
当

な
数
量
ご
と
に
中
性
紙
の
ス
ト
レ
ッ
ジ
・
ボ
ッ
ク
ス
（
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ボ
ッ
ク
ス
、
文
書
箱
等
）
に
収
納
し
、
温
湿
度
が
一
定
の
保
管
庫

に
入
れ
て
保
存
す
る
の
が
理
想
だ
が
、
財
政
的
・
環
境
的
な
問
題
か
ら
そ
の
よ
う
に
は
し
て
い
な
い
。
研
究
が
終
わ
れ
ば
、
し
か
る
べ
き
史

料
保
存
機
関
（
博
物
館
、
資
料
館
、
文
書
館
、
美
術
館
、
図
書
館
等
）
に
寄
贈
す
る
の
も
、
史
料
の
散
逸
・
消
滅
を
防
ぐ
た
め
に
は
よ
い
と

思
う
。
何
度
も
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
古
写
真
は
化
学
的
に
脆
弱
な
史
料
な
の
で
、
画
像
が
失
わ
れ
る
前
に
保
存
対
策
を
た
て
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
ハ
ー
ド
面
の
対
策
と
と
も
に
、
ソ
フ
ト
面
す
な
わ
ち
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
（
写
真
）
と
し
て
保
存
し
て
置
く
こ
と
も
す



七
四

こ
ぶ
る
有
効
で
あ
る
。「
明
治
古
写
真
」
は
写
真
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
と
し
て
も
保
存
す
る
予
定
で
い
る
。
画
像
を
ど
の
よ
う
に
公
開
す
る

か
は
、
検
討
中
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
と
思
う
。

３
．「
明
治
古
写
真
」
研
究
に
向
け
て

　

調
査
を
行
う
な
か
で
、
気
の
付
い
た
こ
と
な
ど
書
い
て
お
く
。

　

被
写
体
は
、
人
物
肖
像
、
家
族
、
集
合
写
真
、
人
物
ス
ナ
ッ
プ
、
建
物
・
名
所
、
例
え
ば
日
光
や
奈
良
、
水
戸
、
京
都
な
ど
、
ま
た
風
景
、

異
国
文
物
な
ど
も
あ
る
。

　

年
代
が
明
記
さ
れ
た
古
写
真
で
最
も
古
い
写
真
は
、
明
治
２
３
年
の
写
真
で
あ
り
、
新
し
い
の
は
、
昭
和
４
年
春
の
も
の
で
あ
る
。
明
治

２
３
年
は
、「
親
子
写
真
」
で
、
裏
面
に
「
泰
助　

十
九
歳　

惣
左
衛
門　

五
十
九
歳　

明
治
廿
三
年
四
月
吉
日
」
と
あ
っ
て
、
５
９
歳
の

父
と
１
９
歳
の
息
子
が
明
治
２
３
年
の
４
月
に
写
真
館
で
撮
影
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。昭
和
４
年
は
、「
墓
所
に
向
か
う
人
々
」の
写
真
で
、

裏
面
に
「
高
山
林
太
郎　

仁
田
た
以　

昭
和
四
年
春　

塚
本
歌
子　

仙
台
靑
葉
城
跡
よ
り　

政
宗
公
墓
所
に
至
る
途
中
」
と
あ
っ
て
、
仙
台

市
内
の
青
葉
城
か
ら
伊
達
正
宗
の
墓
所
（
瑞
鳳
殿
）
に
至
る
途
中
で
撮
影
し
た
写
真
で
あ
る
。
年
代
の
わ
か
る
も
の
は
、
明
治
期
が
多
い
。

し
か
し
、
昭
和
期
の
も
の
も
含
ま
れ
る
の
で
、
こ
れ
以
後
は
、「
明
治
期
等
古
写
真
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

　

写
真
師
・
写
真
館
は
、
東
京
の
み
な
ら
ず
全
国
各
地
に
わ
た
っ
て
い
る
。
住
所
等
ま
で
わ
か
る
も
の
も
あ
り
、
興
味
深
い
。
以
下
に
目
録

掲
出
順
に
掲
載
す
る
。
な
お
、
で
き
る
だ
け
写
真
に
記
載
さ
れ
た
通
り
に
表
記
す
る
が
、
意
味
が
わ
か
る
順
序
で
記
し
た
も
の
も
あ
る
。

　
　

東
京
上
野
松
村　

T
. m

atsum
ura. uyeno. tokyo.
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「
明
治
期
等
古
写
真
」
の
調
査
と
目
録
編
成
お
よ
び
写
真
の
概
要
に
つ
い
て

　
　

渡
邊
冩　

東
京
神
田
表
神
保
町　

T
. w

atanabe
　
　

東
京
浅
草
公
園　

福
田
亮
正
製　

SM
FU

K
U

D
A

　
　

鶴
淵　

東
京
浅
草
並
木
街　

H
. T

U
RU

BU
CH

I.　

nam
ikicho asakusa tokyo

　
　

北
條
六
軒
町
道　

B. A
sai　

浅
井
寫
真
館

　
　

大
日
本
東
京　

丸
木
利
陽　

R. m
aruki.

　
　

T
. ogaw

a.　

Y
O

K
O

H
A

M
A

　
　

小
野
製　

羽
前
新
庄　

K
. O

N
O

　

shinjo, uzen.

　
　

浅
草
公
園　

w
atanabe　

渡
邊

　
　

写
真
師
佐
々
木　

川
越
久
保
町　

前
橋
横
山
町

　
　

勉
強
堂　

村
松
東
洋
製
大
日
本
東
京
上
野
停
車
場
前

　
　

照
井
泰
四
郎
謹
寫　

山
形
市
七
日
町

　
　

甲
府
市　

紅
梅
町　

寫
真
師
廣
瀬
製

　
　

陸
中
盛
岡　

タ
カ
ハ
シ

　
　

T
. M

IY
A

U
CH

I.　

otsuka. koishikaw
a-ku, tokyo　

宮
内
寫
真
舘

　
　

東
京
市
神
田
区
三
崎
町
三
丁
目　

大
川
孝　

謹
寫

　
　

仲
之
町
早
取
寫
眞
師
加
藤

　
　

東
京
池
の
端
仲
町
通
本
郷
湯
島
天
神
町
三
丁
目　

寫
真
師　

徳
力
製

　
　

東
京
市
麹
町
区
富
士
見
町
壱
丁
目
廿
九
番
地
塚
本
楊
東
支
店
市
川
根
元
世
田
谷
電
話
番
町
七
百
四
拾
三
番
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S. O
uchi　

大
内
謹
寫　

東
京
本
郷
区
田
町

　
　

ryusuikan　

柳
水
舘　

東
京
柳
橋
角

　
　

M
. shiose　

東
京
小
石
川　

潮
瀬
謹
寫

　
　

U
m

abuchi　

東
京
浅
草
公
園
六
区
馬
淵
製

　
　

Fujita　

北
越
長
岡
藤
田　

N
A

GA
O

K
A

, H
O

K
U

Y
ET

SU
.

　
　

nankeikaku odom
ari kabafuto　

楠
渓
閣

　
　

 studio photographer　
T

. takebayashi　

武
林
寫
真
舘　

北
海
道
札
幌
出
張　

東
京
麹
町
区
一
番
町　

電
話
番
町　

三
拾
七
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５
０
４
８
４
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写
真
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号
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SE PA
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O
Y

O
D
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GO
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K
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T
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U

S PH
O

T
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GRA
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IST
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SA
K

U
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-PA
RK
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O

K
Y

O
, JA

PA
N
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大
日
本
東
京
浅
草 

　

公
園
地
早
取
寫
真
師　

江
崎
禮
二
製

　
　

寫
真
師
照
井
泰
四
郎
羽
前
山
形
七
日
町　

PH
O

T
O

GRA
PH

ER T
. T
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I.　

nanokam
achi, yam

agata, uzen.

　
　

N
A

GO
Y

A
 Ⓚ

 JA
PA

N

　

名
古
屋
中
央
写
真
館　

K
 SA

K
A

I

　
　

青
山
三
郎　

N
A

GO
Y

A
-K

O
Y

EN

　

S. A
O

Y
A

M
A

　

愛
知
名
古
屋
公
園

　
　

名
古
屋
下
常
盤
町　

岩
田
虎
雄　

T
. iw

ata　

T
O

K
IW

A
CH

O
 N

A
GO

Y
A

 A
ICH

I

　
　

浅
草
御
蔵
前　

寫
眞
師
松
本
製

　
　

K
. m

asuhara.　

東
京
赤
坂
溜
池　

増
原
製

　
　

東
京
錦
華
堂
松
村
寫
眞
　

S. A
O

Y
A

M
A

　

青
山　

名
古
屋
大
須
公
園
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「
明
治
期
等
古
写
真
」
の
調
査
と
目
録
編
成
お
よ
び
写
真
の
概
要
に
つ
い
て

　
　

s. m
orikane　

両
國
廣
小
路　

森
金
謹
寫

　
　

谷
崎
寫
眞
舘　

東
京
中
渋
谷

　
　

田
村
鐵
三
郎　

福
嶋
縣　

福
嶋
町
公
園　

T
. tam

ura. photographer　

koyenchi fukushim
a-cho fukushim

a ken JA
PA

N

　
　

photographer　
H

IRA
N

O
 M

O
N

ZEN
 RA

K
U

H
O

K
U

 K
IO

T
O

　

京
都
洛
北
平
野
門
前
撮
影
師
小
柴
垣　

田
中
謹
寫

　

東
京
が
２
１
件
と
圧
倒
的
に
多
く
、
そ
の
ほ
か
千
葉
県
館
山
や
山
形
県
新
庄
、
群
馬
県
前
橋
、
山
梨
県
甲
府
、
岩
手
県
盛
岡
、
新
潟
県
長

岡
、
愛
知
県
名
古
屋
、
福
島
県
、
京
都
な
ど
全
国
に
わ
た
っ
て
い
る
。
主
に
関
東
、
東
北
、
北
陸
、
中
部
で
あ
り
、
京
都
よ
り
西
の
地
域
は

な
い
。
東
京
に
次
ぐ
の
は
、
名
古
屋
で
、
３
件
で
あ
る
。
な
お
、
東
京
で
は
丸
木
利
陽）

（
（

、
江
崎
礼
二）

（1
（

な
ど
有
名
写
真
師
の
も
の
も
あ
る
。

　

ま
た
、
名
前
の
み
の
も
の
は
、「
利
根
川
」、「K

, SA
K

A
I

」
な
ど
で
あ
る
。

　

以
上
に
よ
り
「
明
治
期
等
古
写
真
」
は
明
治
期
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
人
物
・
風
景
を
撮
影
し
た
写
真
で
、
東
京
の
み
な
ら
ず
、
地
方

の
写
真
師
や
写
真
館
で
撮
影
・
現
像
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、
庶
民
生
活
の
一
コ
マ
や
日
光
な
ど
歴
史
的
建
造
物
等
の
撮
影
当
時
の
様
子
が
判

明
す
る
も
の
で
、貴
重
な
歴
史
的
情
報
の
資
源
で
あ
る
と
思
料
さ
れ
る
。今
後「
明
治
期
等
古
写
真
」の
さ
ら
な
る
研
究
を
行
い
た
い
と
思
う
。

お
わ
り
に

　

古
写
真
は
、
実
に
多
く
の
歴
史
的
情
報
が
写
り
込
ん
で
い
る
史
料
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
古
写
真
か
ら
は
、
た
い
へ
ん
多
く
の
歴
史
的
情

報
を
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る）

（（
（

。
た
だ
し
、
調
査
し
た
我
々
２
人
だ
け
で
は
、
そ
れ
が
持
つ
豊
か
な
情
報
を
十
分
に
く
み
取
る
こ
と
が



七
八

難
し
い
。
故
に
多
く
の
人
の
目
に
触
れ
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
歴
史
的
情
報
の
読
み
取
り
が
可
能
と
な
り
、
豊
か
な
歴
史
を
思
い
描
く
こ
と

が
可
能
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
前
段
階
と
し
て
の
調
査
研
究
・
保
存
対
策
に
関
し
て
言
及
し
た
。
本
稿
が
、
調
査
研
究
か

ら
保
存
対
策
、
さ
ら
に
は
古
写
真
か
ら
の
歴
史
的
情
報
の
読
み
取
り
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
以
下
に
、「
明
治
期
等
古
写
真
」
の

閲
覧
ア
ク
セ
ス
情
報
を
記
し
て
、
筆
を
擱
く
こ
と
に
す
る
。

「
明
治
期
等
古
写
真
」
の
現
物
を
閲
覧
希
望
す
る
方
へ

希
望
す
る
方
は
、
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
文
学
部
史
学
科
共
同
研
究
室
気
付
岩
下
ま
で
文
書
（
郵
便
か
電
子
メ
ー
ル
）
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
文
書
に
は
、
住
所
（
郵
便
番
号
）・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
所
属
（
勤
務
先
、
学
会
な
ど
）・
連
絡
先
（
携
帯
電
話
・
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
）
を
明
記
し
、
閲
覧
希
望
日
（
複
数
）、
閲
覧
希
望
写
真
番
号
（
附
録
の
目
録
の
番
号
）、
写
真
名
称
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
折
り

返
し
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
業
務
繁
多
の
場
合
、
別
の
日
程
を
お
願
い
す
る
場
合
も
あ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
以
下
の
通
り
。iw

ashita@
toyo.jp

注（
１
）
山
川
出
版
社
が
刊
行
し
た
「
レ
ン
ズ
が
撮
ら
え
た
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
同
社
のH

P
で
確
認
す
る
と
、
二
〇
一
一
年
の
岩
下
哲
典
・
塚
越
俊
志
編
『
幕
末
の
日

本
』
か
ら
始
ま
っ
て
二
〇
一
五
年
の
小
沢
健
志
監
修
・
高
橋
則
英
編
『
日
本
人
カ
メ
ラ
マ
ン
の
見
た
幕
末
明
治
』
ま
で
、
一
五
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
出
版
さ
れ

て
い
る
。
本
稿
で
も
同
シ
リ
ー
ズ
を
参
照
し
た
。
ま
た
、
高
橋
信
一
『
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
版　

古
写
真
研
究
こ
ぼ
れ
話　

真
実
を
求
め
て
』
一
、
渡
辺
出
版
、

二
〇
一
四
、
同
『
同
』
二
、
同
、
二
〇
一
五
年
、
同
『
同
』
三
、
同
、
二
〇
一
六
年
、
岡
塚
章
子
・
我
妻
直
美
『
浮
世
絵
か
ら
写
真
へ　

視
覚
の
文
明
開
化
』

青
幻
舎
、二
〇
一
五
年
も
参
照
。
さ
ら
に
白
山
眞
理
・
櫻
井
由
理
編
『
秘
蔵
写
真　

伝
え
た
か
っ
た
中
国
・
華
北
』
二
〇
一
六
年
も
興
味
深
い
展
示
図
録
で
あ
る
。



七
九

「
明
治
期
等
古
写
真
」
の
調
査
と
目
録
編
成
お
よ
び
写
真
の
概
要
に
つ
い
て

（
２
）
馬
場
章
『
上
野
彦
馬
歴
史
写
真
集
成
』
渡
辺
出
版
、
二
〇
〇
六
年

（
３
）
熊
本
学
園
大
学
付
属
産
業
経
営
研
究
所
編
・
刊
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
冨
重
写
真
所　

温
故
創
新　

歴
史
価
値
の
継
承
と
未
来
価
値
の
創
造
』
二
〇
一
四
年

（
４
）
東
京
都
写
真
美
術
館
監
修
『
下
岡
蓮
杖
：
日
本
写
真
の
開
拓
者
（Shim

ooka Renjo : A
 Pioneer of Japanese Photography

）』
二
〇
一
四
年

（
５
）
斎
藤
多
喜
夫
『
幕
末
明
治　

横
浜
写
真
館
物
語
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年

（
６
）
慶
勝
の
写
真
研
究
に
関
し
て
は
、以
下
の
よ
う
な
研
究
史
が
あ
る
。
岩
下
哲
典
「
徳
川
慶
勝
の
写
真
研
究
と
撮
影
写
真
（
上
）」『
徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
紀
要
』

第
二
五
号
、
一
九
九
一
年
、
同
「
同
（
下
）」『
同
』
第
二
六
号
、
一
九
九
二
年
、
同
「
尾
張
徳
川
家
の
江
戸
屋
敷
・
東
京
邸
と
そ
の
写
真
」『
同
』
第
二
八
号
、

一
九
九
四
年
、
宮
地
正
人
監
修
、
岩
下
哲
典
・
斉
藤
洋
一
執
筆
『
将
軍
・
殿
様
が
撮
っ
た
幕
末
・
明
治
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
六
年
、
同
『
江
戸
情
報
論
』

北
樹
出
版
、二
〇
〇
〇
年
、同
「
幕
末
写
真
技
術
の
導
入
と
そ
の
環
境
」
平
井
聖
・
小
沢
健
志
監
修
『
古
写
真
で
見
る
失
わ
れ
た
城
』
世
界
文
化
社
、二
〇
〇
〇
年
、

白
根
孝
胤
「
幕
末
・
維
新
期
に
お
け
る
尾
張
家
の
撮
影
写
真
と
技
術
開
発
」『
徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
紀
要
』
第
四
〇
号
、
二
〇
〇
六
年
、
同
「
明
治
初
年

に
お
け
る
徳
川
慶
勝
の
動
向
と
撮
影
写
真
」『
同
』
第
四
五
号
、
二
〇
一
〇
年
、
ま
た
徳
川
義
崇
監
修
・
徳
川
林
政
史
研
究
所
編
『
写
真
集　

尾
張
徳
川
家
の

幕
末
維
新
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
、
白
根
「
歴
史
手
帖 

徳
川
慶
勝
と
明
治
の
写
真
師
」
日
本
歴
史
学
会
編
『
日
本
歴
史
』
第
七
八
九
号
、
二
〇
一
四

年

（
７
）
内
藤
一
成
「
明
治
二
九
年
小
梅
邸
行
幸
に
お
け
る
明
治
天
皇
の
写
真
」『
日
本
歴
史
』
二
〇
一
六
年
一
〇
月
号

（
８
）
調
査
を
行
う
前
に
、最
初
に
本
稿
が
対
象
と
す
る
写
真
群
に
付
し
た
名
称
で
あ
る
。調
査
の
過
程
で
昭
和
期
の
写
真
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、

の
ち
に
「
明
治
期
等
古
写
真
」
と
改
称
し
た
。
本
稿
で
は
両
方
を
使
い
分
け
る
が
、
同
じ
写
真
群
で
あ
る
。

（
９
）「
日
本
人
カ
メ
ラ
マ
ン
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
」
前
掲
『
日
本
人
カ
メ
ラ
マ
ン
の
見
た
幕
末
明
治
』
所
収

（
（1
）
注
（
９
）
お
よ
び
岡
塚
章
子
「
明
治
期
の
写
真　

百
花
繚
乱
の
時
代
」
前
掲
『
浮
世
絵
か
ら
写
真
へ
』
所
収

（
（（
）
古
写
真
か
ら
歴
史
的
情
報
を
読
み
取
る
点
に
関
し
て
は
、
前
掲
宮
地
『
将
軍
・
殿
様
が
撮
っ
た
幕
末
・
明
治
』、
岩
下
前
掲
『
江
戸
情
報
論
』
を
参
照
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〇

明治期等古写真目録（川島丈尚作成・岩下哲典監修）

名　称
法量（寸法）
上段：台紙
下段：本紙

年　代 写真師・写真館 裏面データ 備考（補足）

1
家族写真（夫
婦と子供内訳4

男（女）

（７.５×２２.５
９.５×（３.５

（明治）
四拾三年十一
月三拾日撮景

利根川

（明治）
四拾三年十一月
三拾日撮景□。
Tonegawa □□
□□□利根川

2

女性（手に扇
子を持ち下駄
を履く。背景
に策があり。）

（３×８.５
９×６

Artistie 
PHOTO－
GRAPHER

御陰様て
福米沢杉田茂登

ゼラチンペー
パー

3 女性（右手に
扇子あり）

（4×９.７
８.６×５.６

東京松村上野 
T. matsumura. 
uyeno. tokyo.

正木美雪

4 少年（和服帽
子あり）

（２×７.８
９.２×６

明治三十八年
五 月 廿 日 生　
八才　犬年

渡邊冩
東京神田表神
保町
T. Watanabe

「長男安久」　
「明治三十一年
五月廿日八才
犬 年 」　「 正 木
小学校生写真
や渡辺倅浅草
永住ヨリ生ま
れ仍神田へ移
転后寄遣」

5
女性（髪を結
び左手に盆栽

あり）

（２×７.８
８.８×５.８

東京浅草公園
福田亮正製
SMFUKUDA

井原起ん子
正木女学校生徒

ゼラチンペー
パー

6 若い女性肖像
写真

（（.８×７.７
８.５×５.８

鶴淵
東京浅草並木街
H. TURUBUCHI.
namikicho 
asakusa tokyo

横山たか

（ 男子学生四人
の集合写真

（２.（×７.８
８.８×５.９

meiji ３７years 
３moth （３day

北條六軒町道
B. Asai
浅井寫真館

anzai. 
takahashi 
kameda and 
s. kase 
meiji ３７years 
３moth （３day 
kase sadakichi.

北條（館山市）
北條六軒町道

（ 近衛騎兵一統
卒

（1.５×６.５
９.５×６

大日本東京
丸木利陽
R. maruki.

写真師丸木利陽
　東京柴新シ橋
角　 国 会 議 事
堂 前　 近 衛 騎
兵 一 等 卒　 山
内 文 吉 寫　 第
三七二百三号



八
一

「
明
治
期
等
古
写
真
」
の
調
査
と
目
録
編
成
お
よ
び
写
真
の
概
要
に
つ
い
て

（ 成人男性肖像
写真

（２.５×７.８
９.２×５.６

明治三十五年
一月 元日

T. ogawa. 
YOKOHAMA

恭 賀 新 年　 明
治三十五年一
月 元 日　 加 藤
直 之　 藤 田 正
忠殿

10
和服少女二名

（左は姉、右は
妹）

（（.９×７.８
９.２×６.３

小野製
羽前新庄
K. ONO
shinjo, uzen.

十四 ツカ文子
十五 テツ子

11
和服少女（右
手に花、靴は

ブーツ）

（３.３×８.８
８.８×５.６ 明治四十年長月 浅草公園

watanabe 渡邊

明 治 四 十 年
十一月天長節
に之ヲ写ス
山尾ゆき子
photogapher 
w a t a n a b e 
asakusa park 
tokyo 明 治 四
拾年十一月八
日の印あり

12 成人男性肖像
写真

（1.３×６.３
８.８×５.７

写真師佐々木 
川越久保町 
前橋横山町

大日本帝国
赤羽仙茂
S. AKAHANE

13 姉妹と男の子
一人

（（.９×７.７
９.4×６.３

東京浅草公園 
福田亮正製 
SMFukuda

明治三十九年
四月 東京浅草
ニテ撮影
渡邊　功　當七
歳　明治三十三
年七月生　正木
美智子　當五歳
　明治三十五年
四月生　正木美
雪　當十歳　明
治三十年一月生

14 青年肖像写真 （1.５×６.６
９×６.２

三十二年一月
撮影

T. matumura 
FRONT 
STATION 
UENO TOKIO

三十二年一月
撮影 三浦音助 
明治十年一月
生　 勉 強 堂　
松村東洋製大
日本東京上野
停車場前

15 少年肖像写真 （1.８×６.５
９.4×６.３

明治三十年七
月日
後ろにさらに
文字あり

T. TERUI. 
照井謹寫

明治 年七月
　 小 山 田　 照
井 泰 四 郎　 謹
寫　 山 形 市 羽
前山形七日町 
□□

表面に名前の
ようなものあ
り（大内九朗）



八
二

16 少年二名と赤
ん坊

（1.７×６.６
９.３×６.３

明治廿七ニテ
八月写

甲府市
紅梅町
寫真師廣瀬製

明治廿七ニテ八
月写
省三
習二
井一
生後百廿日

1（ 赤ん坊（女子） （３.（×８.８
８.７×５.4

四十四年十二
月十　日寫

陸中盛岡
タカハシ

四十四年十二
月十日寫鞆音
44（２２（印あり

トレファン紙

1（ 青年教師 （３×８.５
８.８×６.（

明治四十一年
四月

T. MIYAUCHI. 
otsuka. 
koishikawa-ku, 
tokyo
宮内寫真舘

石伏の目黒君　
明治四十一年四
月　高師卒業上
　四国に赴任セ
ラル　宮内寫真
舘　東京市小石
川区　大塚陸軍
弾薬庫前

1（ 赤ん坊（女子） （4.５×９.９
（（×７.７ No３６，６，（.

k. Okawa 
misakicho 
kanda TOKYO 
JAPAN

新長女
渡辺　み与
東京市神田区
三崎町三丁目
　 大 川 孝 謹
寫 ko. Okawa. 
photographic 
artist
３CHOME 
Misakicho
KANDA
TOKYO 
no３６,６,（.
BASE
peper made at 
koyodo＆co

20 青年教師 （1.５×６.３
９.５×６.２

明治弐拾六年
参 月 写 之（ 明
治２６年３月寫之
ともあり）

仲之町早取寫
眞師　加藤

２ ６ ３ 明治弐拾
六年参月　写之
鈴木昌玄眞影

21 青年軍人（防
寒服着用）

（２.（×７.８
９.（×６.３

明治三十七年
二月十二日遠
征ノ途ニ上ル
日ニ先ンヅル
ヲ八日

PHOTOGRAPHER

明治三十七年二
月十二日遠征ノ
途ニ上ル日ニ先
ンヅル事八日　
阿久津　旭　防
寒用外套ヲ着セ
　ル装　三十九
年四月金鵄勲章
功七級□□□□
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22 羽織和服女性 （２.4×８
９×６.２

通町仲谷下東京
徳力製
T. tokuriki

正 木 み ね　 育
英小学同僚　須
藤 と く 子　 東
京池の端仲町通
本郷湯島天神町
三 丁 目　 寫 真
師　 徳 力 製　
T. TOKURIKI 
YUSHIMA
TENJINCHO 
HONGOKU， 
TOKYO

須藤とく子の
可能性あり

23 老年女性 （1.９×６.５
８.９×５.８

PHOTOGRAPHER
ARTISTIC 山形

24 和服女性（右
に椅子あり）

（（.７×７.８
９.３×６.２

ARTISTIC
PHOTOGRAPHER 田島町

25
和装女性二人
写真（中央花

あり）

（３×８.６
９.２×６.２

明治四拾二年
七月廿一日

ARTISTIC
PHOTOGRAPHER

明治四拾二年七
月廿一日　小西
はる　秋元はる

26 少年軍人（台
に手を添える）

（２×８
８.８×６.（

明治三拾六年
一月四日寫

Y. TSUKAMOTO
塚本楊東

明治三拾六年一
月四日寫大類昌
蔵　東京市麹町
区富士見町壱丁
目廿九番地
塚 本 楊 東 製　
支店市川根元世
田ヶ谷電話番町
七百四拾三番
Y. TUKAMOTO
fujimicho
ichome
tokio

2（

家族写真（男
性二名女性ニ
名）男性1人和

服1人洋装
女性和服

（８.８×（３.（
（4.３×（1

明治三十七年十
月廿一日写之

S. Ouchi
大内謹寫
東京本郷区田町

明治三十七年十
月廿一日写之

2（
子供集合写真

（男子一名女子
五名）

（4.７×（８
９.７×（３.８

ryusuikan
柳水舘
東京柳橋角

2（ 騎兵軍人乗馬
写真

（７.５×（（.６
（1.（×７.３

M. shiose
東京小石川
潮瀬謹寫

野口吉松様

騎兵第十三連
隊（騎兵第（旅
団）に所属す
る可能性あり
　襟章に「（３」
あり
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30
集合写真（男
子四名女子六

名）も

（７.２×（（.4
（３.８×９.4

明治三十弐年
極月撮影

babuchi
東京浅草公園
六区　馬淵製

明治三十弐年極
月撮影
前列　村木儀三
郎　鈴木じう　
鎌田（小供）鈴
木 あ い 子　 正
木みね　（小供）
正木美雪　鈴木
善七
後列　川島ツル
　浅田せん　鈴
木はな

31 男性六人写真 （６.4×（1.７
（4.（×（1.５ 明治廿八年以降

Fujita
北越長岡藤田
NAGAOKA， 
HOKUYETSU.

褒賞　第四回内
國勧業博覧会　
萬世不變色身躶
寫真　北越長岡
　藤田房之
Fotografer 
fujita nagaoka 
hokuetsu 
nippon

右下の男性顔
が消される

32 成人男性集合
写真

（６.８×（（.4
（1.９×７.（

大正三年拾壱
月弐拾五日

nankeikaku 
odomari 
kabafuto楠渓閣

大正三年拾壱月
弐拾五日於而大
泊写ス向右　鈴
木栄吉　四十七
才　左　鈴木玉
造　二十五才　
中鈴木栄　二十
才

南カラフト大
泊にて撮影札
幌中央図書館
デジタルライ
ブラリーにて
大泊の写真が
upされている。

33 日光石鳥居 ９.７×６
８.３×５.７

日光　石鳥居
二十三枚之内

「大類」朱文丸
印あり

34 飛越獅子 ９.７×６
８.８×５.4

日光東
飛越獅子
ニ十三枚之内

「大類」朱文丸
印あり

35 日光三代公奥 ９.７×６
８.4×５.５

日光
三代公奥
ニ十三枚之内

大猷院廟
「大類」朱文丸
印あり

36 表門 ９.７×６
８.３×５.５

日光東
表門
ニ十三枚之内

「大類」朱文丸
印あり

3（ 霧降の滝 ９.７×６
８.３×５.4

日光
霧降
ニ十三枚之内

現：霧降の滝
「大類」朱文丸
印あり
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3（

家族写真（椅
子に座る女性
二人、その後
ろで立ちなが
ら男性が傘を

さす）

（1.５×６.９ ９.６
×５.９

日本
名古屋
長者街進

3（ 裏見の滝 （1.５×６.３
９.２×５.５

日光
裏見
ニ十三枚之内

「大類」朱文丸
印あり

40 手水舎 （1.５×６.３
８.６×５.６

ニ十三枚之内
日光東
手水舎

「大類」朱文丸
印あり

41 大佛堂 （1.６×６
８.５×５.５

東大寺大仏殿
「大佛堂」の貼
紙あり

42 椅子に座る男
児写真

（1.６×６
８.８×５.８

（明治）廿五年
九月

（明治）廿五年
九月
省三
満三年

43 門扉の前に立
つ男児二人

（1.６×６
９×６.３

（明治）廿七年
一月寫

（明治）廿七年
一月寫

44 大猷院廟手水
舎

（1.５×６.３
８.６×５.５

日光 三代公手
水舎 二十三枚
之内

「大類」朱文丸
印あり

45 女性上半身（手
に団扇）

（1.５×６.３
８.4×５.4 品水ノ夕柴

46 舟形橋 （1.５×６.３
９.２×５.７ 舟形橋之景

4（ 日光東照宮本
社及び唐門

９.８×６
８.６×５.５

日光
東照宮本社
二十三枚之内

「大類」朱文丸
印あり

4（

椅子に座る老
年男性（左の
台に花の入っ

た花瓶）

９.８×６.２
９.２×６

井上園左衛門
七十一年七月
の寫真

4（ 椅子に座る男児 （1.９×６.4
９×５.８

（明治）廿五年
九月

（明治）廿五年
九月習ニ
壱年十ヶ月

50 常磐公園梅林 （1.５×６.３
９.２×６.（

本邦三大公園
之一常州水戸
市常磐公園梅
花満開之景
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51

親子写真（泰
助、椅子に座
る惣左衛門の
傍らに立つ）

（1.６×６.4
９×５.９

明治廿三年四
月吉日

泰助　十九歳
惣左衛門
五十九歳
明治廿三年四
月吉日

52 三人の椅子婦
人写真

（1.２×６
８.７×５.６

西京ぎヲん町
君江きゆ、おあ
い

着色写真

53 華厳の滝 （６.５×（1.５
（4.4×９.4 花ごん

54 五重塔（日光
東照宮）

（６.５×（1.５
（4.4×９.4 五重塔（日光山）

写真下部にア
ルファベット
の文字あり

55 上神庫 （６.５×（1.５
（4.4×９.4 上神庫

56 大猷院廟内部 （６.５×（1.５
（4.4×９.4 三代内部

5（ 大猷院廟二天門 （６.５×（1.５
（4.4×９.4 三代ニ天門

5（ 大猷院廟唐門 （６.５×（1.５
（4.4×９.4 三代唐門

5（ 中禅寺湖と中
宮寺

（６.５×（1.５
（4.4×９.4 中宮祠

60 東照宮表門 （６.５×（1.５
（4.4×９.4 東照宮表門

61 陽明門 （６.５×（1.５
（4.4×９.4 陽明門

62 東照宮奥社 （６.５×（1.５
（4.4×９.4 東照宮奥社

63 眠り猫 （６.５×（1.５
（4.4×９.4 眠り猫

64 裏見の滝 （６.５×（1.５
（4.4×９.4 うらみた起

65
家族写真（夫
婦と子供一男

五女）

（６.５×（1.９
（4.4×９.７

明治三十年六
月五日

明治三十年六月
五日群馬縣前橋
市第四号官舎ニ
於て　三女トラ
　二女エウ　渡
邊順親　次男剛
　妻ヨシ　五女
マサ　長女フジ
四女キヨ
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66 墓所に向かう
人々

（1.７×（５.３
（1×（4.4 昭和四年春

高山林太郎　仁
田た以　昭和四
年春　塚本歌子
　仙台靑葉城跡
より　政宗公墓
所に至る途中

6（

和装の中年女
性の傍らに座
る和装の若い
女性が立つ写

真

（２.９×８.３
（1.５×７.4

takebayashi 
ichibanncho 
kojimachiku 
TOKYO

studio 
photographer 
T. takebayashi 
武林寫真舘　北
海道札幌出張　
東京麹町区一番
町　電話番町三
拾七番５14８4（写
真番号）THIS 
BASE PAPER 
IS MADE BY 
KOYODO

6（
（８人女学生と（
人の中年男性
の集合写真

（８.２×（２.4
（３.７×９.4

PHOTOGRAPHER
JAPAN ARTIST

写真師の名前
はK・GかG・
K

6（
名古屋一中生
と中年男性と
軍人集合写真

（３.4×（６.５
（1.4×（4.３

名古屋市浪越公
園　中村透撮影
T. nakamura 
NAGOYA

名古屋一中生

（0
女頭巾を被る
芸者（ブロマ

イド寫真）

９.７×６.２
８.７×５.５

浪花川付守安玉
尾

「大類」朱文丸
印あり

（1 姉妹写真 （２.２×７.８
（（.２×７.８

東京浅草公園
江嵜製

REIJ I  YESAKI， 
INSTANTANEOUS 
PHOTOGRAPHIST 
ASAKUSA_PARK  
TOKYO, JAPAN.
大日本東京浅
草公園地早取 
寫 真 師　 江 崎
禮二製

（2

青年写真（右
手に帽子、左
手を台に添え
る台上に花瓶

あり）

（1.８×６.５
９.4×６.３

T. TERUI.
YAMAGATA 
UZEN
JAPAN

寫真師照井泰
四郎 羽前山形
七日町
PHOTOGRAPHER
T. TERUI.
nanokamachi, 
yamagata, 
uzen.
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（3

和装の女性２人
の写真（（人は
立ち、（人は座

る）

（３.３×９.（
９×５.９

N A G O Y A Ⓚ
JAPAN　 名 古
屋　 中 央 写 真
館　K, SAKAI

（4 水兵服装の少
年写真

（1.８×６.５
９×５.９

青山三郎
NAGOYA－
KOYEN
S. AOYAMA
愛知名古屋公園

（5
襟巻とリボン
を着けた和装
の少女写真

（4.６×８.６

名古屋下常盤町
岩田虎雄
T. iwata
TOKIWACHO
NAGOYA
AICHI

（6 和装の少女女
性

（（.８×７.８
８.７×６.２

浅草御蔵前
寫眞師松本製

（（ 和装の少年写
真

（２.（×７.９
８.８×５.９

photographer
made in japan

葉の形の中に
写真を焼き付
けているもの

（（
和装で書物を
手に立つ少女

の写真

（２.4×７.９
（1.８×７.７

明治三十一年
五月

mabuchi
東京浅草公園
六区馬淵製

明治三十一年五
月
写　山田つる　
八歳一ヶ月　正
木小学生徒

（（ 和服婦人写真 （1.８×６.６
９.３×６.３

K. masuhara.
東京赤坂溜池
増原製

トレファン紙
有り

（0 和装で座る女
性

６.２×（1.５
５.３×８.（

東京綿華堂
松村寫眞

麹町区飯田町
壱丁目九段勧
業場内

（1 和装の母親と
男児の写真

６.4×（1.６
６×９.4

S. AOYAMA
青山名古屋大
須公園

Photographer 
AOYAMA
NAGOYA
JAPAN
名古屋公園
青山三郎
横井製

（2

和装の母と男
児の写真（立
つ母親男子は
椅子に座る）

６.4×（1.６
６×９.4

S. AOYAMA
青山名古屋大
須公園

Photographer 
AOYAMA
NAGOYA
JAPAN
名古屋公園
青山三郎
横井製
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（3

和装の女子と
和装の男子の
子供写真（男
の子椅子に座

る）

６.4×（（.５
５.９×９

S. Ｍorikane
両國廣水路
森金謹寫

（4 和装の三人の
写真

７.８×（２
７.２×８.９

S. Ｍorikane
両國廣水路
森金謹寫

（5 山形縣尋常中
學校

（６.（×（1.３
（4.５×（1 明治三十年 寫眞師照井泰四

郎

山形縣尋常中學
校寫真師照井泰
四郎羽前山形七
日町明治三十年

（6 高徳院
（鎌倉大仏）

（1.4×（６.２
９.９×（4 明治廿八年

鎌倉大佛　造立
發願主源頼朝公
建長四年上總國
大野五郎右衛門
鋳造之則距明治
廿八年六百四十
年也○佛身總
青銅高五丈○周
囲十六間二尺○
面長八尺五寸横
壱丈八尺○白毫
周壱尺三寸○眼
長四尺○眉長四
尺二寸○耳長六
尺六寸○鼻長三
尺八寸○口廣三
尺ニ寸五分○肉
髪高八寸経二尺
四寸○螺髪高八
寸経壱尺其数
八百三十顆○膝
経六間○佛手大
指周三尺餘○右
白毫白銀其量三
貫六百目○眼晴
精金也　東國總
國分寺旧跡　清
浄泉寺高徳院

（（

和装の成人男
性集合写真（二
人が立ち二人

が座る）

８.３×（３.９
７.６×（（.６

寫真師照井泰四
郎　羽前山形七
日町

寫 真 師 照 井
泰 四 郎 羽 前
山 形 七 日 町 
ptographer
T. TERUI
nanokamachi
yamagata,
uzen
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（（ 和装の女性 （1×（６
５.６×８.９

谷崎寫眞舘
東京中渋谷

（（

和装の女性二
人の写真（一
人は立ち（人は

座る）

６.4×９.６
５.９×９ 田村鐵三郎

金子宗内　室井
奥様　田村鐵三
郎　福嶋縣福嶋
町公園
T. tamura.
ptographer
koyenchi 
fukushima－chio
fukushima
ken
JAPAN

（0 天満宮内殿 ６.4×（（.５
５.８×９

明治廿八年二
月十五日 小柴垣

明治廿八年二
月十五日登録
photographer
HIRANO
MONZEN
RAKUHOKU
KIOTO
TANAKA
京都洛北平野門
前撮影師小柴垣
田中謹寫　（川
本製）

写真裏に各印
あり

（1
夫婦写真（右
の台の上に植

木あり）

６.２×（1.4
５.５×８.８

（2
和装姿でほう
きを持って立

つ女性

６.２×（1.4
５.５×８.８

「大類」朱文丸
印あり

（3

和装の女性二
人の写真（一
人は座り、一
人は傘を持っ
て立つ、中央

に松あり）

６.4×（1.５
５.８×９.２

（4 滝修行（集団
で滝壺下にて）

７.３×（1.７
５.６×９.（

（5 播磨舞子濱 ６.4×（1.4
５.５×９.（

「播磨舞子濱」
の碑が写って
いる。

（6 鉄橋とたもと
の民家

６.３×（1.５
５.６×８.4

鉄橋の下に三
人が乗った和
舟が浮かぶ



九
一

「
明
治
期
等
古
写
真
」
の
調
査
と
目
録
編
成
お
よ
び
写
真
の
概
要
に
つ
い
て

（（ 和式木造橋 ６.２×（1
５.4×８.６

（（ 厳島神社 ６.２×（1
５.５×８.７

「藤田」朱文丸
印あり

（（ 棚田と川と街
道

６.６×９.９
５.２×８

100 和装で椅子に
座った女性

６.（×９.９
５.６×８.８

101 座る男（羽織
を脱いだ状態）

６.4×（1.4
５.９×９.２ 盆栽の飾りあり

102
座る男（羽織を
着用した状態
で仏像を持つ）

６.３×（1.（
５.９×９.２

盆栽の飾りな
し前の写真と
同一人物の可
能性あり

103

老年の椅子に
座った男性（右
手に扇子を持

つ）

６.２×（1.4
５.５×８.６ 丸窓写真

104

親子写真（女
子は団扇を持
ち母は扇子を
持つ台の上に

獅子）

６×（1
５.８×８.９

105
和装の椅子に
座った女性四
人の集合写真

６.２×（1.4
５.９×９.4

裏に和装の椅
子に座った男
性三人写真が
貼られている

（ 家 族 の 可 能
性）

106

駕籠の屋根の上
で座る女性と駕
籠の中からあっ
かんべぇをする

男性

６.２×（1.4
５.９×９

10（
和装の成人男
性八人の集合

写真

（1.５×（６.4
（1.（×（4.（

10（ 梅林 （1.５×（６.4
９.９×（4

10（ 茅葺の家 （1.５×（６.4
９.９×（4 人力車が写る

110 崖をめぐる道
の風景

（1.５×（６.4
（1×（4.７

111 古民家と梅の
木

（1.５×（６.4
９.９×（4.（



九
二

112 崖 （1.５×（６.4
（1.２×（4.７

113 神社 ６.６×５.３
５.７×4.３

114 運河沿いの民家 ６.６×５.３
５.７×4.３

115 滝修行 ６.4×（1.５
５.５×８.９

116 室内から庭の
女性を撮影

９.4×（３.７
８.（×（（

11（ 清国の商品陳列 （６.９×２２.（
９.６×（３.５

清国上海市場需
要品　参考品　
愛知縣商品陳列
館出品　清国上
海廣東市場需要
品莫大小　輸出
希望者ハ本館外
國係へ申出ラレ
タク詳細説明致
シマス　清国　
廣東市場　需要
品

11（ 男性集合十四
人の写真

６.２×（1
５.4×８.６

11（
和装姿でほう
きを持って立

つ女性

５.９×９.９
５.３×９

120 洋装明治天皇
肖像

６.２×（1.６
５.4×８.８


